
平成18年３月期 第１四半期業績の概況（連結）   平成17年７月20日 
 
 
上 場 会 社 名        株式会社アトム 上 場 取 引 所 東 名 
コ ー ド 番 号        7412 本社所在都道府県 愛知県 
（ＵＲＬ http://www.atom-corp.co.jp/ja/index.html） 
代 表 者 役職名 代表取締役社長 氏名 植田  剛史 
問合せ先責任者 役職名 取 締 役 氏名 野原  滋公 ＴＥＬ(052)702-7500 
 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 

売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度 ： 無 
における認識の方法との相違の有無 

 

２．平成 18 年３月期第１四半期業績の概況（平成 17 年４月１日～平成 17 年６月 30 日） 

（１）売上高  

（百万円未満切捨） 

 

 

[売上高に関する補足説明] 

当第１四半期における我が国経済は、原油価格の高止まりや素材価格の高騰などの不安要素から、踊り場的な状

況が継続しており、個人消費に関しても依然として厳しい状況が続いております。外食産業市場におきましても、

競争は激化を続けており、経営環境は厳しさを増しております。 

このような状況の中、当社グループは収益性の改善を目指すべく、新規出店、業態変更、不採算店の撤退を進め

ました。 

新規出店として、すし部門３店舗（「にぎりの徳兵衛」直営店２店舗、「廻転寿司アトムボーイ」直営店１店舗）、

レストラン部門１店舗（「カルビ大将」直営店１店舗）の合計４店舗の出店を行いました。 

業態変更につきましては、すし部門は直営店４店舗（「海鮮アトムボーイ」から「にぎりの徳兵衛」へ４店舗）、

レストラン部門は直営店４店舗（「韓の食卓」から「カルビ大将」へ１店舗、「すし和食にぎりの徳兵衛」から「カ

ルビ大将」へ１店舗、「えちぜん」から「お好み鉄板どて玉」へ１店舗、「すし和食にぎりの徳兵衛」から「お好み

鉄板どて玉」へ１店舗）を行いました。 

閉店は、すし部門で直営店１店舗（「廻転寿司アトムボーイ」１店舗）、レストラン部門で直営店３店舗（「唐楽

家」１店舗、「ザ・フォーロン」１店舗、「らぅめん屋あとむ」１店舗）の合計４店舗を行いました。 

その結果、当第１四半期末の店舗数は、すし部門では直営店８７店舗、ＦＣ店４２店舗の合計１２９店舗、レス

トラン部門では直営店１１９店舗、ＦＣ店１８店舗の合計１３７店舗、合計で直営店２０６店舗、ＦＣ店６０店舗

の２６６店舗となりました。 

売上高については、すし部門は２７億５８百万円（前年同期比８.０％増）、レストラン部門は３５億２０百万円

（前年同期比７.９％減）、食材部門は１億３８百万円（前年同期比４２.３％減）、ロイヤルティー・加盟金などの

「その他」として、３１百万円（前年同期比２７.８％減）となり、売上高合計で６４億４８百万円（前年同期比

３.２％減）となりました。 

 

（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 

 

当社は、平成 17 年５月 20 日開催の取締役会決議に基づく、第三者割当増資による新株式の有利発行（普通株

式及び優先株式）及び新株予約権付社債の有利発行が、平成 17 年６月 24 日開催の第 34 回定時株主総会において

承認され、平成 17 年７月６日開催の取締役会において下記の通り発行決議しました。 

 

第三者割当増資による普通株式の発行 

発行株式数 11,000,000 株  発行価額の総額 2,200 百万円 

割当先 オリンパス・キャピタル・ダイニング・ホールディングス株式会社 

第三者割当増資による優先株式の発行 

発行株式数  9,000,000 株  発行価額の総額 1,800 百万円 

割当先 オリンパス・キャピタル・ダイニング・ホールディングス株式会社 

 

 

 

 売上高 (対前年同四半期増減率) 
 

18 年３月期第 1四半期 
17 年３月期第 1四半期 

百万円 
6,448 
6,660 

          ％ 
     (△3.2) 
     ( － ) 

（参考)17 年３月期 26,760      ( － ) 
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転換社債型新株予約権付社債の発行（第 1回） 

社債の総額   600 百万円 

割当先 オリンパス・キャピタル・アトム・ホールディングス・エル・ピー 

転換社債型新株予約権付社債の発行（第２回） 

社債の総額   500 百万円 

割当先 オリンパス・キャピタル・アトム・ホールディングス・エル・ピー 

 

第三者割当増資及び転換社債型新株予約権付社債発行の実施日は平成 17 年７月 14 日ですが、当社グループの

財政状態に今後重要な影響を与える事象であるため、記載をいたしております。 

 
〔参考〕平成 18 年３月期の連結業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 
 

平成 17 年５月 20 日発表の連結業績予測を現時点では修正しておりません。 

計画達成に向け鋭意努力をいたす所存ではありますが、見通し数値とは異なる可能性がありますことをご承知

おきください。 
 

 
以 上       


